
謹啓 日頃より私の政治活動に際し、絶大なるご指導、ご鞭撻を賜り、誠にありがとうござ
います。
この度の定例会においての一般質問では、３つの観点から質問を致しました。

一つ目は２０１９年度の予算編成方針についてどのような施策に重点を置いていくのかに
ついての質問。

二つ目は日本全体で過去最多を更新し続けるいじめ・虐待問題についての習志野市での
対応についての質問。

三つ目は少子超高齢化社会、人生１００年時代を迎える上で、健康寿命の延伸、医療費
の削減としての口腔ケアについての質問を致しました。
是非、お目通しの上、ご意見、ご要望をお待ちしております。 謹白

平成３１年１月吉日
習志野市議会議員 関根洋幸

今こそ
若い力で
新しい習志野。

ご挨拶

Q：２０１９年度の予算編成方針について伺う。

A：未来をひらく教育と生涯にわたる学びの推進」、「こどもが健やかに育つ環
境整備」、「保健・医療・福祉の充実」、「公共施設等総合管理計画に基づく取
組」、「財政健全化」の５点を重点事項とし、「真に必要な政策に財源を充当して
いく。

要望：少子超高齢化社会への突入により、財源が限られてくる中、今後益々市
長の政策判断が重要となってくる。限られた財源を有効に活用し、ＡＩやＲＰＡの
導入などによる業務の効率化を図っていただきたい。

２０１９年度の予算編成方針について
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茨城県つくば市では、RPAを導入

することで市民税課、市民窓口
課の対象業務にRPAを導入し、
約8割の作業時間の削減効果が
実証。
熊本県宇城市ではRPAの活用に

より「ふるさと納税業務」「時間外
申請業務」の事務作業を自動化
する実証実験を行い、その結果
職員の業務負担が大幅に削減
され、時間外勤務が不要になる
などの効果が実証されており、
習志野市でも積極的に導入すべ
きであると考えております。

Ｑ：いじめ・虐待の件数について

Ａ：平成２９年度の児童虐待件数は４０６件。小学校のじめ件数は
３０８１件、中学校では１７６件。
高齢者虐待の通報件数は３０件、障がい者虐待の通報件数は１
６件、ＤＶの通報件数は１８７件である。
国の動向と同じ様に増加傾向にあるが、その要因としていじめ虐
待への社会的認知、相談窓口機能の周知により潜在的な件数が
顕在化してきたためと考えている。

要望：いじめの相談窓口、早期発見、未然防止のためのアプリ
ケーションの早期導入と複合的に発生する虐待問題に対しての
福祉総合窓口の開設、また行政、市民が一体となって取り組む
ための都市宣言の制定を要望。

全国の自治体ではＡＩ・ＲＰＡの導入
が進んでいます。
ＡＩ〈人工知能）とは人間の脳が行って
いる知的な作業をコンピュータで模
倣したソフトウェアやシステム。
具体的には、人間の使う自然言語を
理解したり、論理的な推論を行ったり、
経験から学習したりするコンピュータ
プログラムなどのことをいいます。
RPAとは「Robotic Process Automation 」

の略語で、デスクワーク（主に定型作
業）を、ルールエンジンやAIなどの技
術を備えたソフトウェアのロボットが
代行・自動化する概念、と定義されて
います。

ＡＩ・ＲＰＡとは？

ＡＩ・ＲＰＡの導入効果
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習志野市の口腔ケアの現状について

市政報告会

Ｑ：４０歳、５０歳、６０歳の節目検診、後期高齢者歯科口腔健康
診査の現状と他市との比較について伺う。

Ａ：節目検診の受診率は１．９％であり、後期高齢者歯科口腔健
康診査の受診率は１４．２６％。

最も受診率の高い市川市での節目検診受診率は８．６％であり、
後期高齢者歯科口腔健康診査は１３．２５％。

要望：他市との比較をした場合、後期高齢者歯科口腔健康診査
は遜色ないが、節目検診に至っては４倍以上の開きが生じている。
この要因としては受診票を兼ねた個別通知が要因であると考える。
事実個別通知を行っている高齢者健診では受診率が変わらない。
習志野市でも健康寿命の延伸、医療費の削減に大きく影響する
口腔ケアに力を注ぐために、個別通知の実施を要望。

いじめ・虐待問題について


